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①グループの議論から
生まれた理想像



「地域コミュニティ」に関するアイデア

自治会を強化したい

外国人と交流する場がない自治会に入る人を増やしたい

地域防災を強化したい

地域の学び場が欲しい

地域に知り合いがいない
Etc...

共通する理想像を設定

➁人と人とのつながりがある状態

①地域に頼れる人がいる



ターゲットの設定

チームのメンバーも一人暮らしが多い

共通する理想像

→同じような悩み相談や情報共有をしやすい

まずは、一人暮らしをターゲットに設定

➁人と人とのつながりがある状態

①地域に頼れる人がいる



②現状認識、理想像と
現実のギャップ



参照:令和2年国勢調査 人口等基本集計結果報告書

単独世帯の増加

参照:宇都宮市オープンデータカタログ



参照:宇都宮市オープンデータカタログ

こんなイベントがありました！



災害や有事の際にひとり暮らしのひと同士
がつながるコミュニティがほしい

ひとり暮らしが集まる場がない 頼れる人が周り・地域にいない

現実

理想

人と人とのつながりがある状態



➂アイデアの実践・活動報告



内容
「宮とも 愉快だ 宇都宮」
一人暮らしの20代・30代を対象に新たなコミュニティ形成を図るため開催

目的
一人暮らしの方は市外出身の方が多く、周りに頼れるコミュニティがないとの仮説から
コミュニティのきっかけを作ることで、仲間を増やし地域活性化にもつなげていく。

日時
12月18日（水） 18:30 ~ 20:30
（準備開始17:00~  片付け終了~21:15）

場所 ビルトザリガニ（栃木県宇都宮市中央5-1-2 4F）※レンタルスペース

人数 計17名 参加者12名 他事務局4名 鈴木さん

参加費 500円

集客方法 事務局の知り合いに声掛け

コンテンツ
・飲食物（ケータリング、お寿司、お菓子、ソフトドリンク、アルコール）の提供
・参加者の共通点探し等、会話のきっかけになるアイスブレイクを実施

実施概要



アンケート結果

【ポジティブな意見】
➢ 非常に楽しかったです。
➢ また次回も参加したいです。
➢ 5,000円でも参加します。
【ネガティブな意見】
➢ 会場が寒かった。
➢ もっと食べられます。



イベントを踏まえてグループから出た意見

良かった点

反省点

➢ アイスブレイク等を通して、初対面同士の方々が話しやすい雰囲気を作ることが出来た。
➢ 途中参加の方々を話しやすいようグループへ誘導できた。
➢ 事前準備をしっかりしており、時間通りに進行等ができた。

➢ 席がある程度固定されてしまっていた。
➢ 利用いただく備品や、現金の管理に改善の余地あり。
➢ アルコールの飲み物が足りなかった。お菓子は多かったが、ケータリング等が少なかった。
➢ 男女比率に偏りがあった。
➢ 持続性のある関係をつくれていたか不明。（本イベント主催でつなぐ必要はあるか。）
➢ もう少し、アクティビティやコンテンツがあったほうがよい。



イベント風景



いつもの10倍の
テンションで
頑張りました

事務局MVP:やまちゃん

イベント風景



資本金 60,000

収益 +6,000

費用

-11,681

-8,431

-11,550

-31,662

損益 次回繰越 34,338

単位：円
（参考）今回収支

運営費（事務局人数6名×10,000）

参加費（参加人数12名×500）

お菓子、飲料（ソフトドリンク・アルコール）
紙皿、紙コップ、等

ケータリング（ガストオードブル2,440×2）
お寿司（45貫：3,150）

会場費（17:30～21:30 ※4時間）

費用計



④活動を通して
見えてきたこと



1人暮らし向け
イベントの需要はある

初対面でも
盛り上がった

宇都宮市以外からの
出身者が多い

（悩みがある人が多い）

継続的なイベントの実施により市内の活性化につながる



⑤目指したい将来的な宇都宮市の実現にあたり、
今後必要だと考えるサービスや仕組み、改善策など



地元企業とのタイアップ（参加者として呼ぶ）
→学生向けの企業説明会（ラフな）

市内の飲食店やボランティア団体と連携したイベントの開催
→子ども食堂との協働

一人暮らし世帯のふれあい・いきいきサロンへの登録の推奨（要説明）
異業種交流会

”交流の場”の創出"知る"機会

若者一人暮らし世帯に向けた
情報発信・共有の場

定期的かつ多様な
イベントの開催



⑥今後のチームの提案



地元出身でない人が地域に馴染むきっかけづくり
→若者一人暮らし世帯に向けた情報発信・共有の場

→定期的かつ多様なイベントの開催

自分たちで活動する場合

対象 宇都宮市在住、在勤の方（主に一人暮らし）

頻度 2か月に1回程度

時間・場所 内容に応じて都度変更

費用 実費負担

集客方法 SNSの活用・チラシでの周知・口コミ

内容（案）

・カレー作り
・BBQ
・映画観賞会
・地域企業との交流会（企業説明・商品体験等）



地元出身でない人が地域に馴染むきっかけづくり
→若者一人暮らし世帯に向けた情報発信・共有の場

→定期的かつ多様なイベントの開催

地域（現場）で提案を実現する場合

概要 市内の飲食店やボランティア団体と連携したイベントの開催

目的
• 子ども食堂の担い手へ
• 一人暮らし世帯によるふれあい・いきいきサロンへの参画

コミュニティ形成のノウハウを仕組化して地域に委託する



対象 宇都宮市在住、在勤の方

メニュー
軽食
飲料（アルコール含）

営業時間
平日：17時～22時
休日：11時～20時

場所 市内の空店舗を賃貸

内容
店内に目安箱を設置し課題を収集
新たなコミュニティが発生するような仕掛けづくり

ビジネス・行政として提案を採用する場合

➢ 将来的に目指す姿である、1人暮らし以外の悩みのある方たちも含めた、集まれる場所を提供する

宮ともCafe



⑦仲間の募集やイベントの案内



3月2日（日）17：00～

ターゲット：宇都宮市内に住む20代～30代の”一人暮らし世帯”

ボウリング大会 開催決定

前回 今回

平日開催
同じ職場、顔見知りのみ招待
参加費:負担少なめ

休日開催
知り合い、職場問わず招待
参加費:負担多め

ぜひお気軽に
ご参加ください！

コミュニティ➕αの体験ができるイベントの開催へ


